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勿凝学問 144 

昔と今では意味が異なる「国民年金」 

未納問題の報道は間違えていると思う 

2008 年 4 月 4 日 

慶應義塾大学 商学部 

教授 権丈善一 

 

 一昨日、ある記者さんに「国民年金って、1985 年前後で意味が違うってご存知でしたか？新

聞社の中で、昔勉強した人と若い人の間でかみ合ってないんじゃないのかなぁ。そのあたりが妙

な記事が出てくる原因じゃないのかなぁ」と話をしたので、今日は、その話題を。 

「国民年金：滞納 25％」というような新聞記事を読むと、僕は、（旧）厚生省は、罪づくり

なもんだと思ってしまう。というのも、1985年の年金大改革以前には国民年金は被用者年金以

外の人たちが入る公的年金だったのだけど、1985 年以降の国民年金は「日本国内に住所のある

20 歳以上 60 歳未満のすべての人」が加入しなければならない制度に拡張されてしまったのであ

る。これを念頭に置いて、次を読んでみよう。 

  

国民年金：滞納２５％、０２年比７ポイント増 経済的に困難６５％－－０５年実態調査 

2008/03/11, 毎日新聞 朝刊, 2面 

 社会保険庁は１０日、自営業者らが対象の国民年金の保険料納付状況などを調べた「０５年国民年

金被保険者実態調査」の結果をまとめた。免除者らを除く保険料滞納者は全加入者１８９６万３０００人

の２５・４％にあたる４８１万９０００人で、０２年前回調査より７・２ポイント、１５５万２０００人増。滞納理

由のトップは「経済的に支払いが困難」の６５・６％だが、「年金制度の将来が不安・信用できない」も１

４・８％を占めた。・・・略 

 

国民年金未納、１５５万人増 所得１０００万円超世帯でも１１％／社保庁 

2008/03/11, 東京読売新聞 朝刊, 2面 

 社会保険庁は１０日、国民年金の保険料未納者の実態などを調べた「２００５年国民年金被保険者実

態調査」を社会保険事業運営評議会に提出した。国民年金加入者約１８９６万３０００人のうち、保険料

の短期を含む未納者は約４８１万９０００人と、前回の０２年調査より約１５５万２０００人増加した。社保

庁は「年金未納問題に関する相次ぐ不祥事が納付率に影響したのではないか」と分析している。・・・略 

 

 今の国民年金には「日本国内に住所のある 20 歳以上 60 歳未満のすべての人が加入」し

なければいけないはずなのだが、どうして全加入者が 1,896 万 3000 人なのか？ 手元にあ

る「日本の将来推計人口（平成 18 年 12 月推計）」で、2005 年の 20 歳以上 65 歳未満人口

をみれば、7,783 万人もいるではないか。わずか 60 歳から 65 歳の間に 5,887 万人、日
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本の人口の半分近くがいるのか？ 

 というのは冗談で、そんなはずはなく、1985 年以降の「日本国内に住所のある 20 歳以

上 60 歳未満のすべての人が加入」する国民年金制度には、2005 年度末で 7,048 万人加入

している（平成 17 年度の国民年金の加入・納付状況）。 

 その内訳は 

（単位：万人）

第1号被保険者 2,190
第2号被保険者 3,766
第3号被保険者 1,092
計 7,048

国民年金加入者（＝公的年金加入者）

 

 年金保険料を源泉徴収される第 2 号被保険者 3,766 万人と第 2 号被保険者の配偶者から

なる第 3 号被保険者 1,092 万人が、国民年金加入者の 69％を占めている。 

 国民年金全加入者 7,048 万人で「未納者約 481 万 9,000 人1」を割ると 6.8％となる。2005

年度末には全額免除者 328 万、半額免除者 53 万人、特例者・猶予者 210 万人いるので、こ

れを国民年金全加入者 7,048 万人から引いた 6,513 万人で「未納者約 481 万 9,000 人」を

割ってみても、なお 7.5％でしかない。 

  

 とにかく、国民年金全加入者が 2,000 万人程度というのは大きな間違いであり、そうし

た間違いがこれほど根強く一般化しているのは、1985 年の年金改革で、今で言う第 2 号被

保険者以外の人が加入していた「国民年金」という制度の名前を、その時に導入された基

礎年金にそのまま転用したことにあるのではなかろうかと、わたくしは強く疑っているわ

けである。1980 年代前半の学部学生の頃に覚えた「国民年金」という言葉の意味を、自分

                                                   
1 調査対象2年間の納付対象月数の保険料を1月も納付していない者を従来は未納者と呼ん

でいたが、2005 年国民年金被保険者調査からは 1 号期間滞納者と呼ぶようになっている。

なお、国民年金保険料は、過去 2 年間まで遡って追納することができる。 

第 1 号被保険者の保険料納付状況の推移 

（平成 17 年国民年金被保険者実態調査） 

1999年 2002年 2005年
総数 16,253 100% 17,923 100% 18,963 100%
納付者 11,167 69% 10,974 61% 10,959 58%

完納者 9,493 58% 8,851 49% 8,977 47%
一部納付者 1,674 10% 2,123 12% 1,982 10%

1号期間滞納者 2,646 16% 3,267 18% 4,819 25%
申請全額免除者 2,719 17% 2,471 14% 1,768 9%
学生納付特例者 1,211 7% 1,418 7%

1999年 2002年 2005年
85% 81% 82%

納付者に占める完納者の割合

 
 この表における 2005 年 1 号機巻滞納者 25％が、2008 年 3 月 11 日に報道された箇所で

ある。 

http://www.sia.go.jp/infom/tokei/noufu2005/noufu2005.pdf
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の中で今日的意味に切り替えるのに、やはり少し手間取った経験があるもので・・・。 

  

 なお、3 月 11 日に報道された調査結果は、「2005 年国民年金被保険者実態調査」でみる

ことができる。この調査をもとに作ったグラフをひとつ紹介しておく。 

図 1 世帯の総所得階級別納付者・未納者の分布 

 

図 2 世帯の消費支出階級別納付者・未納者の分布 

 

 

 高所得層にも未納者は多く、ここに示したグラフからは分からないが、読売新聞が見出し

で強調するように「所得１０００万円超世帯でも１１％」の未納者がおり、未納問題は低

所得者問題と割り切れない側面がある。 

 そして未納でいることは何を意味するのか、未納者の存在は年金制度全体にどのような

影響を与えるのかに関心のある方は、次の３つの資料をご参照くださいませ。。。 
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http://www.sia.go.jp/infom/tokei/osirase2002/jittai-h17-summary.pdf
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朝日新聞 2005 年 5 月 4 日朝刊 17 面 

勿凝学問 33「国民年金未納未加入者への太陽政策」 

 

http://news.fbc.keio.ac.jp/~kenjoh/work/korunakare33.htm
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『朝日新聞』2006 年２月 12 日「選択のとき――生活保護 増える受給者、自立支援は」

より引用 

（Ｃ）三神万里子 

勿凝学問 41 肥満訴訟よりは勝ち目があると思う年金未納推奨訴訟 

 

korunakare41.pdf
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勿凝学問 118 年金の国民的議論というのは有識者さん達に制度を教えることなんだろう、

この国ではより 

 

korunakare118.pdf
korunakare118.pdf
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